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電気・ガス料金の補助金算出方法
●家庭向けガス ●中小企業向け電気、ガス

例１ （単位：レイ） 電気の場合 （単位：レイ）
a 参考価格 125 補助前 補助後
b 現在の契約料金 145 a 本体 +固定価格買取制度費 440.70 440.70
c b*係数(33％) 47.85 b 配電費用 44.96
d b-c 97.15 c システムサービス費用 10.82

a>dの場合は、現在の契約料金(b)－参考価格(a)=20レイが補助額。 d 送電費用 19.22
請求額は125レイ。 e 排出証明書費用 64.07

f 高効率コージェネレーション拠出金 25.54
例2 （単位：レイ） g 物品税 2.61

a 参考価格 125 VAT 19% 115.50 83.73
b 現在の契約料金 225 請求額 723.42 524.43
c b*係数(33％) 74.25 補助額としては、723.42－524.43=198.99レイ。
d b-c 150.75

ガスの場合 （単位：レイ）
補助前 補助後

a 本体 3,469.20 3,469.20
b 輸送費 120.00
c 配送費 283.80
d 物品税 30.80

VAT 19% 741.72 659.15
請求額 4,645.52 4,128.35
補助額としては、4,645.52－4,128.35=517.17レイ。

政府が定めた基準価格である125レイ/MWhよりも高い単価でガス
供給契約をしている家庭に対して補助が適用される。現在の契約料
金に係数（33％）をかけたものと、基準価格（125レイ/MWh）の
差に基づく。

電気およびガスの本体料金以外の支払い分の免除により、
調整が行われる。

a<dの場合は、現在の契約料金に係数をかけた金額(c)の74.25レイ
が補助額。請求額は150.75レイ。
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